
「東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興活動等支援基金 分野１による助成」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．事業の内容 

①生産管理部門の移管・運営する事務局の新設                               

・2013年9月より生産管理部門を当法人内に

移管 

 

 

 

 

 

 

＜納品から出荷までを管理・運営＞ 

②活動地域の拡大 

岩手県内（2013年度）のみであった作り手

グループを宮城県にも拡大。 

③作り手のグループ化と、コミュニティ創出 

・近い仮設住宅等をひとつグループに集約し、

各グループに名称をつけた。 

④事務局と各地域グループとのネットワークづ

くり 

・事務局が作り手に個別対応をしていたが、各

グループの責任者を通して生産を行う体制が

確立した。 

⑤商品の開発 

・事業に賛同した企業（材料メーカー）との連

携による新商品の試作 

⑥EAST LOOP プロジェクトを経て被災地に

て起業した店舗との連携 

⑦専門家との連携協力 

・新作や事業展開へのアドバイスを受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜各地域での講習会の様子＞ 

 

２．事業の具体的な成果 

震災の発生から3年が過ぎ、被災地への関心

が薄れていくのと同時に、被災地応援グッズの

＜事業概要＞ 

被災地の手仕事 EAST LOOP 事業の運営を

行う事務局を新設し、生産管理部門を企画元よ

り当法人に移管。当法人と（株）福市のノウハ

ウとスキルを活用し、EAST LOOP プロジェ

クトを経て被災地にて起業した店舗と連携し、

被災地の手仕事の支援サポートを行った。ま

た、各地域をグループ化し、コミュニティの場

の創出およびネットワークの整備を行った。

2014年度末を目標としている現地への独立

採算運営事務局の設立に向け、専門家のアドバ

イスを受けながらノウハウを順次移転してい

る。 

 
 

 

被災地の手仕事 EAST LOOP サステナビリティ 

現地事務局設立プロジェクト                                    

 

特定非営利活動法人 遠野山・里・暮らしネットワーク 

会長 菊池 新一 

 



販売も、一般的には下降傾向にある。しかしな

がら、当プロジェクトの商品に対しては国内外 

から変わらぬ需要がある。その背景には、他の

被災地応援グッズと異なり、フェアトレードの

手法を活用できたことが大きいと考える。 

 本事業では、そのフェアトレードの手法の一

部分である生産管理部門を当法人に移管するこ

とができた。そのことにより、それまでは事務

局が作り手個人と個々に連絡を取っていたが、

仮設住宅等を中心に近隣ごとにグループ化し、

責任者を配置。責任者を通して事務局と連絡を

取る体制が構築できた。 

 作り手同士に交流が生まれコミュニティの創

出に繋がっただけでなく、各グループに名称を

冠したことにより、モチベーションが向上し、

更なるスキルアップを求めるなど、作り手間に

相乗効果が見られた。 

また、当プロジェクトから、昨年陸前高田に

起業した第1号店である作り手「手づくりの店 

めぐみ」は、本年度は、人材育成の場にもなり、

教える人に教える役回りへと発展した。本ケー

スは、作り手にとっての夢と目標となるなどの

波及効果がみられた。 

 熱意のある地元の人と豊富なノウハウを持っ

た外の人が連携したことで、被災各地の手芸を

趣味とする人々と内陸にある事務局（当法人）  

専門知識のある関西、関東、海外の人々との連

携を通し、当プロジェクトに共感する企業によ

る協力を得る事が出来た。企業（材料メーカー）

からは、購入することでの支援協力だけでなく

サンプル制作依頼の協力を得ることもできた。 

さらに、復興支援グッズ連携組織会議での他団

体との情報共有並びに共同物販を行ったことに

より、復興応援グッズの現状把握や商品販売に

関する戦略を立てる際の参考になった。 

 以上、本事業は被災地版ソーシャルビジネス

として、多様な担い手の関わりを得ることがで

きた。今後もこの関係を維持、発展させていく

ことで、持続可能な被災地復興の一助となって

いくと考える。 

 
＜宮古市の作り手さん＞ 

 

2013年4月～2014年3月実績 

＊講習会・・・・22回 

＊参加延人数・・５１８人 

＊納品数・・・・15,498個 

＊作り手収入・・3,794,150 円 

 

３．今後の方針 

EAST LOOP 生産管理部門以外のノウハウ

を順次移管し、被災地と連携が可能な周辺地域

での現地運営をめざし、遠野市内に運営事務局

設立。運営主体を現地へ移管することによりワ

ンストップで行う。商品開発、営業、PR 部門、

起業した作り手との連携、今までの経験を活か

して EAST LOOP 商品以外のサンプル品、オ

リジナル品の依頼も対応する。 

（株）福市を中心に専門家の協力の元、被災地

発の魅力的な商品を継続的に展開することで、

国内外へ東北の元気を発信、被災地を中心とし

たソーシャルビジネスとして、社会的な活動と

しても展開を図る予定。 
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